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アメリカの大学の図書館のことなど
　アメリカの大学図書館について何か書いて欲し
いという事で私の経験など2，3書いてみます。
　私は京都大学大学院修士課程に入学した年，つ
まり昭和46年の秋にアメリカに渡り111inois州
EvanstonにあるNorthwestem大学に1年間在
学しその後同じIllinois州Urbana－Champaign
にある111inois大学で博士課程の学生として4
年余り過ごした。
　最初に在学したNorthwestem大学はシカゴの
すく・北にあり，Michigan湖に面した美しい建物
の多い大学で，1851年に創立され現在6，500人の
大学生と，2，400人の大学院生を有し全米にも有
名な大学である。この大学のEvanston　CamPus
には工学，音楽，天文学，生物学，地学，数学の
図書館と，3，200人が一度に読書できる総合図書
館があった。
　工学部の図書館はTechnological　Instituteの
巨大なビルの3階と4階にあり，3階の入口を入
ると天井の高い大広間になっていてたくさんの学
生の熱心な勉強する姿が目に飛びこんでくる。そ
の一番奥にカウンターがあり回転式のバーを入る
とそこが書庫兼閲覧室になっている。この図書館
には97，000冊の本があり2，600種の定期刊行物を
受け入れている。閲覧室は細長く3階建になって
おり，本棚の並ぶ横に机がずらっと置いてあり，
書庫の中でも十分読書がでぎるようになっている
のは非常に便利だった。本の貸出しには身分証明
書（1．D．カード）が必要で，プラスチック製の
それは又コンピューターにかかる一種のパンチカ
ードでもあった。従って本の貸出しには紙に何か
書き込んだりする手間はいらず，非常に簡単であ
った。貸出し手続きが終ると出口の回転バーが動
くよう係員がボタンを押してくれる。たとえ何も
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借り出さない場合でも係員が確認してボタンを押
さないかぎりそこを通れないようになっており，
監理体制は厳重であった。この工学部の図書館は
夜12時まで利用でき，試験前になると閉館まで多
くの学生の姿が見られた。
　一方，111inois大学は1シカゴから南！30マイル
の広々と拡がるとうもろこし畑の中の，Urbana
とChampaignという2つの隣接した市にわた
ってそのキャンパスが拡がっている。全学生数
32，000人，うち大学院生8，400人で全米でも5番
目くらいに大きい大学である。人口が97，000人
のCommunityにそのように大きな大学があるた
め，大学が町のほとんどといった感じでもある。
ここの大学の図書館は全米でも指折りで，その蔵
書数は440万冊以上にものぼるそうである。大学
のほぼ中央にMainlibraryがありその他に工学，
化学，物理，数学など18の学部が独臼の図書館を
もち，さらに4回生までの学生用の図書館もあっ
た。
　Main　libraryには歴史学，哲学，古典，商業，
英文学など主に人文科学系の学部の本が中心に収
められているが，それ以外に館内にはNeWs　pa一
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